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R8C/2Dグループ

チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU)
1. 要約
この資料は、チップセレクト付きクロック同期形シリアル I/O(SSU)を用いてクロック同期式シリアル通

信を行うプログラムについて説明します。

2. はじめに
この資料で説明する応用例は次のマイクロコンピュータ、条件での利用に適用されます。

•マイコン       ：R8C/2Dグループ

R8C/2Dグループと同様の SFR(周辺装置制御レジスタ )を持つ他のR8C/Tinyシリーズでも、本プログラ

ムを使用することができます。
このアプリケーションノートをご使用に際しては、十分な評価を行ってください。

3. 応用例の説明
SSUには、クロック同期式通信モード、4線式バス通信モードと双方向通信モードがあります。また、マ

イクロコンピュータをマスタデバイスまたはスレーブデバイスに区別することができます。
ここでは、2つのマイクロコンピュータ (R8C/2Dグループ )を用いて各バス通信モードについて説明しま

す。
この応用例では、マスタデバイスは INT0割り込み要求を受け付けるとマスタ送受信を開始します。

スレーブデバイスはマスタデバイスからデータを受信するまで、受信状態でデータ待ちになります。
通信時、次の4本の端子を使用します。

・SSCK：クロック入出力端子

・SSI：データ入出力端子

・SSO：データ入出力端子

・SCS：チップセレクト入出力端子

マスタデバイスは、送信時、SSCK端子からクロックを、SSO端子からデータを、SCS端子から“L”信号

を出力します。受信時、SSCK端子からクロックを、SCS端子から “L”信号を出力し、SSI端子からデータ

を出力します。
送受信の仕様を次に示します。
・転送クロック：内部クロック
・データ転送方向：MSBファースト

・SSCKクロック位相：奇数エッジでデータ変化

図 3.1～図 3.3に各通信モードの接続図を示します。
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図 3.1 4線式バス通信モード接続図
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線式バス通信 (双方向 )モード接続図

図 3.3 クロック同期式通信モード接続図
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
3.1 使用端子

表 3.1 使用端子と機能

端子名 入出力 機能

P3_5/SSCK 入出力端子 クロック入出力端子

P3_7/SSO 入出力端子 データ入出力端子

P3_3/SSI 入出力端子 データ入出力端子

P3_4/SCS 入出力端子 チップセレクト入出力端子

3.2 使用メモリ

表 3.2 使用メモリ

使用メモリ
サイズ

備考
master slave

ROM(プログラムのみ ) 309バイト 266バイト rjj05b0944_src_master.cまたは
rjj05b0944_src_slave.cモジュール
内のみRAM 6バイト 6バイト

最大使用ユーザスタック 13バイト 13バイト

main関数：
  7バイト (マスタ )
  7バイト (スレーブ )
sfr_init関数：
  3バイト (マスタ )
  6バイト (スレーブ )                     
cs_communication関数：6バイト

最大使用割り込みスタック 0バイト 未使用

表 3.3 使用RAMと定義(マスタ送受信モード )

シンボル名 型 サイズ 内容

_data unsigned char 3バイト 送信データ

_data_store unsigned char 3バイト 受信データ

表 3.4 使用RAMと定義(スレーブ送受信モード )

シンボル名 型 サイズ 内容

_data unsigned char 3バイト 送信データ

_data_store unsigned char 3バイト 受信データ
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
4. 設定方法について
「3.応用例の説明」を実現するための初期手順と設定値を示します。各レジスタの詳細は「R8C/2Dグルー

プハードウェアマニュアル」を参照願います。

4.1 システムクロックの設定

(1) CM0、CM1、OCD、FRA0、FRA1、FRA2レジスタへの書き込みを許可します。

1
b7 b0

PRC0 プロテクトビット0

CM0、CM1、OCD、FRA0、FRA1、FRA2レジスタ
への書き込み許可

PRCR 【000Ah 】番地 

プロテクトレジスタ

(2) 低速オンチップオシレータを発振させます。

0
b7 b0

CM14 低速オンチップオシレータ発振停止ビット

低速オンチップオシレータ発振

CM1 【0007h 】番地 

システムクロック制御レジスタ1

(3) 高速オンチップオシレータクロック分周比を設定します。

0 0 0 00 0 0 0
b7 b0

FRA22～FRA20 高速オンチップオシレータ周波数切替ビット

2分周モード

FRA2 【0025h 】番地 

(b7-b3)

“0 。”にしてください 

予約ビット

高速オンチップオシレータ制御レジスタ2

(4) 高速オンチップオシレータを発振させます。

1
b7 b0

FRA00 高速オンチップオシレータ許可ビット

高速オンチップオシレータ発振

FRA0 【0023h 】番地 

高速オンチップオシレータ制御レジスタ0
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(5) 発振安定待ちを行います。

(6) 高速オンチップオシレータを選択します。

1
b7 b0

FRA01 高速オンチップオシレータ選択ビット

高速オンチップオシレータ選択

FRA0 【0023h 】番地 

高速オンチップオシレータ制御レジスタ0

(7) システムクロック分周比選択ビット1を設定します。

0 0
b7 b0

CM17、CM16 システムクロック分周比選択ビット1

分周無しモード

CM1 【0007h 】番地 

システムクロック制御レジスタ1

(8) システムクロック分周比選択ビット0を設定します。

0
b7 b0

CM06 システムクロック分周比選択ビット0

CM16、CM17有効

CM0 【0006h 】番地 

システムクロック制御レジスタ0

(9) CM0、CM1、OCD、FRA0、FRA1、FRA2レジスタへの書き込みを禁止します。

0
b7 b0

PRC0 プロテクトビット0

CM0、CM1、OCD、FRA0、FRA1、FRA2レジスタ
への書き込み禁止

PRCR 【000Ah 】番地 

プロテクトレジスタ
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
4.2 INT0割り込み要求の設定

(1) 外部入力許可レジスタを設定します。

0 0 0 00 0 0 1
b7 b0

INT0EN INT0入力許可ビット

許可

INTEN 【00F9h 】番地 

外部入力許可レジスタ

INT0PL INT0入力極性選択ビット

片エッジ

INT1EN INT1入力許可ビット

。使用しません ”0" 。にしてください 

INT1PL INT1入力極性選択ビット

INT2EN INT2入力許可ビット

。使用しません ”0" 。にしてください 

INT2PL INT2入力極性選択ビット

。使用しません ”0" 。にしてください 

INT3EN INT3入力許可ビット

。使用しません ”0" 。にしてください 

INT3PL INT3入力極性選択ビット

。使用しません ”0" 。にしてください 

。使用しません ”0" 。にしてください 

(2) INT

0 0 0 00 0 0 0
b7 b0

INT0F1～INT0F0 INT0入力フィルタ選択ビット

フィルタなし

INTF 【00FAh 】番地 

INT入力フィルタ選択レジスタ

INT1F1～INT1F0 INT1入力フィルタ選択ビット

INT2F1～INT2F0 INT2入力フィルタ選択ビット

。使用しません ”0" 。にしてください 

INT3F1～INT3F0 INT3入力フィルタ選択ビット

。使用しません ”0" 。にしてください 

。使用しません ”0" 。にしてください 

入力フィルタ選択レジスタを設定します。
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
(3) INT0

0 0 0 00 0 0 0
b7 b0

ILVL2～ILVL0 割り込み優先レベル選択ビット2～0

レベル0(割り込み禁止)

INT0IC 【005Dh 】番地 

INT0割り込み制御レジスタ

IR 割り込み要求ビット

割り込み要求なし

POL 極性切り替えビット

立ち下がりエッジを選択

(b5) 予約ビット

“0 。”にしてください 

(b7-b6) 何も配置されていない

“0 。”にしてください 

割り込み制御レジスタを設定します。
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
4.3 マスタ送受信モードの設定

4.3.1 初期設定

転送動作可能状態にし、転送クロックや転送フォーマットを設定します。

(1) ポートP3_7方向ビット、P3_5方向ビット、P3_4方向ビット、P3_3方向ビットを入力モードに設

定します。

0 0 00
b7 b0

PD3_3 ポートP3_3方向ビット

入力モード

PD3 【00E7h 】番地 

ポートP3方向レジスタ

PD3_4 ポートP3_4方向ビット

入力モード

PD3_5 ポートP3_5方向ビット

入力モード

PD3_7 ポートP3_7方向ビット

入力モード

(2) SSU

1
b7 b0

MSTIIC SSU、I2Cバス動作許可ビット

許可

MSTCR 【0008h 】番地 

モジュール動作許可レジスタ

バス動作許可ビットを選択します。

(3) SSU/I2Cバス切り替えビットを設定します。

0
b7 b0

IICSEL SSU/I2Cバス切り替えビット

SSU機能を選択

PMR 【00F8h 】番地 

ポートモードレジスタ
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(4) 受信禁止、送信禁止を設定します。

0 0 0 00 0 0 0
b7 b0

CEIE

SSER 【00BBh 】番地 

SS許可レジスタ

(b2-b1)

レシーブイネーブルビット

受信禁止

RE

トランスミットイネーブルビット

送信禁止

コンフリクトエラーインタラプトイネーブルビット

コンフリクトエラー割り込み要求禁止

。何も配置されていません 

“0 。”にしてください 

TE

レシーブインタラプトイネーブルビット

受信データフルおよびオーバランエラー割り込み
要求禁止

RIE

TEIE トランスミットエンドインタラプトイネーブルビット

送信終了割り込み要求禁止

TIE トランスミットインタラプトイネーブルビット

送信データエンプティ割り込み要求禁止

(5) 通信モードを選択します。

＊

b7 b0

SSUMS
チップセレクト付クロック同期形シリアルI/Oモード選択
ビット

・4 、線式バス通信モード 双方向通信モードを使用す   
　る 、場合 “1 。”にします 

、・クロック同期式通信モードを使用する場合 “0”に
。　します 

SSMR2 【00BDh 】番地 

SSモードレジスタ2
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(6) MSB

0 0 1 00 0 0 0
b7 b0

BC2～BC0

SSMR 【00BAh 】番地 

SSモードレジスタ

ビットカウンタ2～0

。使用しません “0 。”にしてください 

(b3) 予約ビット

“1 。”にしてください 

(b4) 。何も配置されていません 

“0 。”にしてください 

CPHS SSCKクロック位相選択ビット

奇数エッジでデータ変化
(偶数エッジでデータ取り込み)

CPOS SSCKクロック極性選択ビット

、クロック停止時 “H”

MLS MSBファースト/LSBファースト選択ビット

MSBファーストでデータ転送

ファーストを選択します。

(7) マスタデバイスを選択します。

1
b7 b0

MSS マスタ/スレーブデバイス選択ビット

マスタデバイスとして動作

SSCRH 【00B8h 】番地 

SS制御レジスタH
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(8) 双方向モードイネーブルビット、SSCK端子選択ビット、SCS端子選択ビットを設定します。

＊ 1 0 01 1 0 ＊

b7 b0

SSUMS

SSMR2 【00BDh 】番地 

SSモード選択レジスタ2

チップセレクト付クロック同期形シリアルI/Oモード選択
ビット

・4 、線式バス通信モード 双方向通信モードを使用
　する 、場合 “1 。”にします 

、・クロック同期式通信モードを使用する場合 “0”に
。　します 

CSOS

SCS端子選択ビット

SCS出力端子として機能
、(クロック同期式通信モードを使用する場合 このビット

の内容にかかわらずポートとして機能)

CSS1～CSS0

SCS端子オープンドレイン出力選択ビット

双方向モードイネーブルビット

、・双方向通信モードを使用する場合 “1 。”にします 
・4 、線式バス通信モード クロック同期式通信モードを
 使用 、する場合 “0 。”にします 

シリアルデータオープンドレイン出力選択ビットSOOS

SCKOS SSCK端子オープンドレイン出力選択ビット

SSCK端子選択ビット

シリアルクロック端子として機能

SCKS

BIDE

。使用しません “0 。”にしてください 

。使用しません “0 。”にしてください 

。使用しません “0 。”にしてください 

(9) RSSTP

0 1 0 00 0 0 0
b7 b0

CKS2～CKS0 転送クロックレート選択ビット

f1/256

SSCRH 【00B8h 】番地 

SS制御レジスタH

RSSTP レシーブシングルストップビット

1バイトのデータ受信後も受信動作を継続

ビット、転送クロックレート選択ビットを設定します。

(10) SSSR

0
b7 b0

ORER オーバランエラーフラグ

オーバランエラーなし

SSSR 【00BCh 】番地 

SSステータスレジスタ

レジスタのORERビットを“0”に初期化します。
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(11) 送信許可、受信禁止に設定します。

0 0 0 00 1 0 0
b7 b0

CEIE

SSER 【00BBh 】番地 

SS許可レジスタ

(b2-b1)

レシーブイネーブルビット

受信禁止

RE

トランスミットイネーブルビット

送信許可

コンフリクトエラーインタラプトイネーブルビット

コンフリクトエラー割り込み要求禁止

。何も配置されていません 

“0 。”にしてください 

TE

レシーブインタラプトイネーブルビット

受信データフルおよびオーバランエラー割り込み
要求禁止

RIE

TEIE トランスミットエンドインタラプトイネーブルビット

送信終了割り込み要求禁止

TIE トランスミットインタラプトイネーブルビット

送信データエンプティ割り込み要求禁止
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4.3.2 マスタ送信

(1) SSSRレジスタのTDREビットを読んで、TDREビットが“1”(SSTDRレジスタからSSTRSRレジス

タにデータ転送された )であることを確認してください。

(2) TDREビットが “1”あることを確認した後、SSTDRレジスタに送信データを書いてください。こ

のときTDREビットは自動的に“0”(SSTDRレジスタからSSTRSRレジスタにデータ転送されてい

ない ) になり、SSTDR レジスタから SSTRSR レジスタにデータが転送されます。その後、TDRE

ビットが“1”になり送信が開始されます。

b7 b0

。送信データを書いてください 

SSTDR 【00BEh 】番地 

SS送信データレジスタ

(3) 2バイト目以降の送信データはTDREビットが“1”になるたびに、SSTDRレジスタに送信データを

書いてください。

(4) データ送信を完了したかどうかは、SSSRレジスタのTENDビットが“1”になったことで確認でき

ます。

(5) SSSR

0
b7 b0

TEND トランスミットエンド

、送信データの最後尾ビットの送信時 TDREビットが“0”

SSSR 【00BCh 】番地 

SSステータスレジスタ

レジスタのTENDビットを“0”にします。

(6) 送信禁止に設定します。

0 0 0 00 0 0 0
b7 b0

TE トランスミットイネーブルビット

送信禁止

SSＥR 【00BBh 】番地 

SS許可レジスタ
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4.3.3 マスタ受信

(1) 受信許可に設定します。

0 0 1 00 0 0 0
b7 b0

RE レシーブイネーブルビット

受信許可

SSＥR 【00BBh 】番地 

SS許可レジスタ

(2) SSRDR

b7 b0

。ダミーリードしてください 

SSRDR 【00BFh 】番地 

SS受信データレジスタ

レジスタをダミーリードします。

(3) 最後の1バイト受信になるか判定します。最後の1バイト受信の場合の処理は4.3.4に示します。

(4) SSSRレジスタのORERビットが “0”(オーバランエラーなし )であることを確認することにより、

オーバランエラーが発生していないか判定してください。オーバランエラーが発生した場合の処

理は4.3.5に示します。

(5) SSSRレジスタのRDRFビットを読んで、RDRFビットが“1”(SSRDRレジスタにデータあり )であ

ることを確認してください。

(6) RDRFビットが “1”であることを確認した後、SSRDRレジスタの受信データを読み出してくださ

い。SSRDR レジスタの受信データを読み出すと自動的に RDRF ビットが “0”(SSRDR レジスタに

データなし )になります。

b7 b0

。受信データを読み出してください 

SSRDR 【00BFh 】番地 

SS受信データレジスタ
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
4.3.4 マスタ受信 (最後の1バイト受信の場合 )

(1) SS

0 1 0 01 0 0 0
b7 b0

RSSTP レシーブシングルストップビット

1 、バイトのデータ受信後 受信動作が終了

SSCRH 【00B8h 】番地 

SS制御レジスタH

制御レジスタHのRSSTPビットを“1”にします。

(2) SSSRレジスタのORERビットが “0”(オーバランエラーなし )であることを確認することにより、

オーバランエラーが発生していないか判定してください。オーバランエラーが発生した場合の処

理は4.3.5に示します。

(3) SSSRレジスタのRDRFビットを読んで、RDRFビットが“1”(SSRDRレジスタにデータあり )であ

ることを確認してください。

(4) SS

0 1 0 00 0 0 0
b7 b0

RSSTP レシーブシングルストップビット

1バイトのデータ受信後も受信動作を継続

SSCRH 【00B8h 】番地 

SS制御レジスタH

制御レジスタHのRSSTPビットを“0”にします。

(5) 受信禁止を設定します。

0 0 0 00 0 0 0
b7 b0

RE レシーブイネーブルビット

受信禁止

SSＥR 【00BBh 】番地 

SS許可レジスタ

(6) SSRDR

b7 b0

。受信データを読み出してください 

SSRDR 【00BFh 】番地 

SS受信データレジスタ

レジスタの受信データを読み出します。自動的にRDRFビットも“0”になります。
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
(7) 次にマスタ送信のために送信許可に設定します。

0 0 0 00 1 0 0
b7 b0

TE トランスミットイネーブルビット

送信許可

SSＥR 【00BBh 】番地 

SS許可レジスタ
RJJ05B0944-0101 Rev.1.01 Page 16 of 36
2010.12.20



R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
4.3.5 マスタ受信 (オーバランエラーの場合 )

(1) 受信禁止、送信禁止に設定します。

0 0 0 00 0 0 0
b7 b0

RE レシーブイネーブルビット

受信禁止

SSＥR 【00BBh 】番地 

SS許可レジスタ

TE トランスミットイネーブルビット

送信禁止

(2) SSSR

0
b7 b0

ORER オーバランエラーフラグ

オーバランエラーなし

SSSR 【00BCh 】番地 

SSステータスレジスタ

レジスタのORERビットを“0”に初期化します。

(3) 次にマスタ送信のために送信許可に設定します。

0 0 0 00 1 0 0
b7 b0

TE トランスミットイネーブルビット

送信許可

SSＥR 【00BBh 】番地 

SS許可レジスタ
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
4.4 スレーブ送受信モードの設定

4.4.1 初期設定

転送動作可能状態にし、転送クロックや転送フォーマットを設定します。

(1) ポートP3_7方向ビット、P3_5方向ビット、P3_4方向ビット、P3_3方向ビットを入力モードに設

定します。

0 0 00
b7 b0

PD3_3 ポートP3_3方向ビット

入力モード

PD3 【00E7h 】番地 

ポートP3方向レジスタ

PD3_4 ポートP3_4方向ビット

入力モード

PD3_5 ポートP3_5方向ビット

入力モード

PD3_7 ポートP3_7方向ビット

入力モード

(2) SSU

1
b7 b0

MSTIIC SSU、I2Cバス動作許可ビット

許可

MSTCR 【0008h 】番地 

モジュール動作許可レジスタ

バス動作許可ビットを選択します。

(3) SSU/I

0
b7 b0

IICSEL SSU/I2Cバス切り替えビット

SSU機能を選択

PMR 【00F8h 】番地 

ポートモードレジスタ

2Cバス切り替えビットを設定します。
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
(4) 受信禁止、送信禁止を設定します。

0 0 0 00 0 0 0
b7 b0

CEIE

SSER 【00BBh 】番地 

SS許可レジスタ

(b2-b1)

レシーブイネーブルビット

受信禁止

RE

トランスミットイネーブルビット

送信禁止

コンフリクトエラーインタラプトイネーブルビット

コンフリクトエラー割り込み要求禁止

。何も配置されていません 

“0 。”にしてください 

TE

レシーブインタラプトイネーブルビット

受信データフルおよびオーバランエラー割り込み
要求禁止

RIE

TEIE トランスミットエンドインタラプトイネーブルビット

送信終了割り込み要求禁止

TIE トランスミットインタラプトイネーブルビット

送信データエンプティ割り込み要求禁止

(5) 通信モードを選択します。

＊

b7 b0

SSUMS
チップセレクト付クロック同期形シリアルI/Oモード選択
ビット

・4 、線式バス通信モード 双方向通信モードを使用す   
　る 、場合 “1 。”にします 

、・クロック同期式通信モードを使用する場合 “0”に
。　します 

SSMR2 【00BDh 】番地 

SSモードレジスタ2
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
(6) MSB

0 0 1 00 0 0 0
b7 b0

BC2～BC0

SSMR 【00BAh 】番地 

SSモードレジスタ

ビットカウンタ2～0

。使用しません “0 。”にしてください 

(b3) 予約ビット

“1 。”にしてください 

(b4) 。何も配置されていません 

“0 。”にしてください 

CPHS SSCKクロック位相選択ビット

奇数エッジでデータ変化
(偶数エッジでデータ取り込み)

CPOS SSCKクロック極性選択ビット

、クロック停止時 “H”

MLS MSBファースト/LSBファースト選択ビット

MSBファーストでデータ転送

ファーストを選択します。

(7) スレーブデバイスを選択します。

0
b7 b0

MSS マスタ/スレーブデバイス選択ビット

スレーブデバイスとして動作

SSCRH 【00B8h 】番地 

SS制御レジスタH
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
(8) 双方向モードイネーブルビット、SSCK端子選択ビット、SCS端子選択ビットを設定します。

＊ 0 0 01 1 0 ＊

b7 b0

SSUMS

SSMR2 【00BDh 】番地 

SSモード選択レジスタ2

チップセレクト付クロック同期形シリアルI/Oモード選択
ビット

・4 、線式バス通信モード 双方向通信モードを使用す
　る 、場合 “1 。”にします 

、・クロック同期式通信モードを使用する場合 “0”に
。　します 

CSOS

SCS端子選択ビット

SCS入力端子として機能
、(クロック同期式通信モードを使用する場合 このビット

の内容にかかわらずポートとして機能)

CSS1～CSS0

SCS端子オープンドレイン出力選択ビット

双方向モードイネーブルビット

、・双方向通信モードを使用する場合 “1 。”にします 
・4 、線式バス通信モード クロック同期式通信モードを
 使用 、する場合 “0 。”にします 

シリアルデータオープンドレイン出力選択ビットSOOS

SCKOS SSCK端子オープンドレイン出力選択ビット

SSCK端子選択ビット

シリアルクロック端子として機能

SCKS

BIDE

。使用しません “0 。”にしてください 

。使用しません “0 。”にしてください 

。使用しません “0 。”にしてください 

(9) 転送クロックレート選択ビットを設定します。

0 0 0 00 0 0
b7 b0

CKS2～CKS0 転送クロックレート選択ビット

f1/256

SSCRH 【00B8h 】番地 

SS制御レジスタH

(10) SSSR

0
b7 b0

ORER オーバランエラーフラグ

オーバランエラーなし

SSSR 【00BCh 】番地 

SSステータスレジスタ

レジスタのORERビットを“0”に初期化します。
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
(11) 送信禁止、受信許可にします。

0 0 1 00 0 0 0
b7 b0

CEIE

SSER 【00BBh 】番地 

SS許可レジスタ

(b2-b1)

レシーブイネーブルビット

受信許可

RE

トランスミットイネーブルビット

送信禁止

コンフリクトエラーインタラプトイネーブルビット

コンフリクトエラー割り込み要求禁止

。何も配置されていません 

“0 。”にしてください 

TE

レシーブインタラプトイネーブルビット

受信データフルおよびオーバランエラー割り込み
要求禁止

RIE

TEIE トランスミットエンドインタラプトイネーブルビット

送信終了割り込み要求禁止

TIE トランスミットインタラプトイネーブルビット

送信データエンプティ割り込み要求禁止

(12) SSRDR

b7 b0

。ダミーリードしてください 

SSRDR 【00BFh 】番地 

SS受信データレジスタ

レジスタをダミーリードします。
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
4.4.2 スレーブ受信

(1) SSSRレジスタのORERビットが “0”(オーバランエラーなし )であることを確認することにより、

オーバランエラーが発生していないか判定してください。オーバランエラーが発生した場合の処

理は4.4.3に示します。

(2) SSSRレジスタのRDRFビットを読んで、RDRFビットが“1”(SSRDRレジスタにデータあり )であ

ることを確認してください。

(3) RDRFビットが “1”であることを確認した後、SSRDRレジスタの受信データを読み出してくださ

い。SSRDR レジスタの受信データを読み出すと自動的に RDRF ビットが “0”(SSRDR レジスタに

データなし )になります。

b7 b0

。受信データを読み出してください 

SSRDR 【00BFh 】番地 

SS受信データレジスタ

(4) 最後の1バイトの受信データを読み出し後、受信禁止に設定します。

0 0 0 00 0 0 0
b7 b0

RE レシーブイネーブルビット

受信禁止

SSＥR 【00BBh 】番地 

SS許可レジスタ

(5) 次にスレーブ受信のために受信許可に設定します。

0 0 1 00 0 0 0
b7 b0

RE レシーブイネーブルビット

受信許可

SSＥR 【00BBh 】番地 

SS許可レジスタ

(6) SSRDR

b7 b0

。ダミーリードしてください 

SSRDR 【00BFh 】番地 

SS受信データレジスタ

レジスタをダミーリードします。
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
4.4.3 スレーブ受信 (オーバランエラーの場合 )

(1) 受信禁止、送信禁止に設定します。

0 0 0 00 0 0 0
b7 b0

RE レシーブイネーブルビット

受信禁止

SSＥR 【00BBh 】番地 

SS許可レジスタ

TE トランスミットイネーブルビット

送信禁止

(2) SSSR

0
b7 b0

ORER オーバランエラーフラグ

オーバランエラーなし

SSSR 【00BCh 】番地 

SSステータスレジスタ

レジスタのORERビットを“0”に初期化します。

(3) 受信許可に設定します。

0 0 1 00 0 0 0
b7 b0

RE レシーブイネーブルビット

受信許可

SSＥR 【00BBh 】番地 

SS許可レジスタ

(4) SSRDR

b7 b0

。ダミーリードしてください 

SSRDR 【00BFh 】番地 

SS受信データレジスタ

レジスタをダミーリードします。
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
4.4.4 スレーブ送信

(1) 送信許可に設定します。

0 0 0 00 1 0 0
b7 b0

TE トランスミットイネーブルビット

送信許可

SSＥR 【00BBh 】番地 

SS許可レジスタ

(2) SSTDRレジスタに送信データを書いてください。このとき、自動的にSSSRレジスタのTDREビッ

ト“0”(SSTDRレジスタからSSTRSRレジスタにデータ転送されていない )になり、SSTDRレジス

タからSSTRSRレジスタにデータが転送されます。その後、TDREビットが “1”(SSTDRレジスタ

からSSTRSRレジスタにデータ転送された )になり送信が開始されます。

b7 b0

。送信データを書いてください 

SSTDR 【00BEh 】番地 

SS送信データレジスタ

(3) データ送信を完了したかどうかは、SSSRレジスタのTENDビットが“1”(送信データの最後尾ビッ

トの送信時、TDREビットが“1”)になったことで確認できます。TDREビットが“1”であることを

確認した後、2バイト目以降の送信データをSSTDRレジスタに書いてください。

(4) 指定バイト数のデータ送信を終了した後、データ送信を完了したかどうかは、SSSR レジスタの

TENDビットが“1”になったことで確認できます。確認後、SSSRレジスタのTENDビットを“0”に

します。

0
b7 b0

TEND トランスミットエンド

、送信データの最後尾ビットの送信時 TDREビットが“0”

SSSR 【00BCh 】番地 

SSステータスレジスタ

(5) 送信禁止に設定します。

0 0 0 00 0 0 0
b7 b0

TE トランスミットイネーブルビット

送信禁止

SSＥR 【00BBh 】番地 

SS許可レジスタ
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
(6) 次にスレーブ受信のために受信許可に設定します。

0 0 1 00 0 0 0
b7 b0

RE レシーブイネーブルビット

受信許可

SSＥR 【00BBh 】番地 

SS許可レジスタ

(7) SSRDR

b7 b0

。ダミーリードしてください 

SSRDR 【00BFh 】番地 

SS受信データレジスタ

レジスタをダミーリードします。
RJJ05B0944-0101 Rev.1.01 Page 26 of 36
2010.12.20



R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
5. フローチャート

5.1 マスタ送受信モード

5.1.1 初期設定とメインループ

asm(“FCLR I”)

prc0 ← 1

fra00 ← 1

システム制御レジスタプロテクト解除

main()

cm16 ← 0

割り込み禁止

prc0 ← 0 システム制御レジスタプロテクト

高速オンチップオシレータ発振開始

高速オンチップオシレータ選択

メインクロック分周なし

cm14 ← 0 低速オンチップオシレータ発振開始

fra01← 1

fra2 ← 0x00 高速オンチップオシレータクロック2分周モード

cm06 ← 0 CM16、CM17有効

cm17← 0

SFR初期設定

sfr_init()
SFRの初期設定

asm(“FSET I”) 割り込み許可

1

繰り返し
(i <= 30)

i++; 発振安定待ち
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
INT0割り込み要求あり? No

Yes

int0ic ← 0x00 INT0割り込み要求フラグクリア

INT0割り込み要求判定

CS通信

cs_communication()

return = PASS

No

Yes

sser ← sser & 0xe7 、受信禁止 送信禁止

1

orer_sssr ← 0 オーバランエラーフラグクリア

te_sser ← 1 送信許可

asm(“nop”);

CS通信正常終了確認
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
5.1.2 SFR

pd3 ← pd3 & 0x47

mstiic ← 1

ssums_ssmr2 ← SSUMS_INIT

SSU動作許可

sfr_init()

iicsel ← 0 SSU機能を選択

sser ← 0x00 、送信禁止 受信禁止

 ：クロック同期式通信モード “0”

ssmr ← 0x08

ssmr2 ← SSMR2_INIT

MSBファースト設定

sscrh ← sscrh & 0x20 1 、バイトのデータ受信後も受信動作を継続 f1/256設定

orer_sssr ← 0 オーバランエラーフラグクリア

sser ← 0x10 、 、送信許可 受信禁止 割り込み要求禁止

inten ← 0x01 INT0 、入力許可 INT0入力極性片エッジを選択

intf ← 0x00 INT0入力フィルタなし

int0ic ← 0x00 INT0 、割り込み禁止 INT0 、割り込み要求フラグクリア INT0入力極性立ち下りエッジを選択

return

mss_sscrh ← 1 マスタデバイスを選択

P3_7(SSO)、P3_5(SSCK)、P3_4(SCS)、P3_3(SSI)入力モード設定

注1．各モードでのSSUMS_INIT 。の値は以下のように定義しています 

4 ：線式バス通信モード “1”

：双方向通信モード “1”

モードを設定(注1)

、双方向モードイネーブル SSCK 、端子選択 SCS端子選択を設定(注2)

 ：クロック同期式通信モード 0x40

注2．各モードでのSSMR2_INIT 。の値は以下のように定義しています 

4 ：線式バス通信モード 0x71

：双方向通信モード 0xf1

初期設定
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
5.1.3 CS

1

指定バイト数繰り返し

sstdr ← data[trans_cnt] 送信データ設定

cs_communication()

trdre_sssr = 1 No

Yes

。指定バイト数送信を行います 

tend_sssr = 1 No

Yes

te_sser ← 0 送信禁止

re_sser ← 1 受信許可

dummy_read ← ssrdr SSRDRレジスタダミーリード

tend_sssr ← 0 トランスミットエンドビットクリア

SSTDRレジスタ空確認

送信完了確認

asm(“nop”)

asm(“nop”)

asm(“nop”)

通信メインルーチン
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R8C/2Dグループ チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU) 
1

最後の1バイト受信

No

Yes

rsstp_sscrh ← 1

最終データを受信する前にRSSTPビット“1”
(1 、バイトのデータ受信後 受信動作を終了)

。にします 

orer_sssr = 1

No

Yes

rdrf_sssr = 1

No

Yes

rsstp_sscrh ← 0
1バイトのデータ受信後も
受信動作を継続

data_store[receive_cnt] ← ssrdr 受信データ読み取り

orer_sssr = 1

No

rdrf_sssr = 1

Yes

data_store[receive_cnt] ← ssrdr 受信データ読み取り

re_sser ← 0 受信禁止

ｔe_sser ← 1 送信許可

return(PASS)

Yes

receive_cnt ← 0 受信カウンタ初期化

receive_cnt ++ 受信カウンタ更新

No

return(OVERRUN_ERROR)

(receive_cnt = 2)

(receive_cnt ≠ 2)

オーバランエラー
発生確認

データ受信確認

データ受信確認

オーバランエラー
発生確認

、正常に終了した場合 戻り値PASS

オーバランエラーが発生していた場合
戻り値OVERRUN_ERROR

No
receve_cnt < 3

Yes

2

1

1

2
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5.2 スレーブ送受信モード

5.2.1 初期設定とメインループ

asm(“FCLR I”)

prc0 ← 1

fra00 ← 1

システム制御レジスタプロテクト解除

main()

cm16 ← 0

割り込み禁止

prc0 ← 0 システム制御レジスタプロテクト

高速オンチップオシレータ発振開始

高速オンチップオシレータ選択

メインクロック分周なし

cm14 ← 0 低速オンチップオシレータ発振開始

fra01← 1

fra2 ← 0x00 高速オンチップオシレータクロック2分周モード

cm06 ← 0 CM16、CM17有効

cm17← 0

SFR初期設定

sfr_init()
SFRの初期設定

asm(“FSET I”) 割り込み許可

1

繰り返し
(i <= 30)

i++; 発振安定待ち
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CS通信

cs_communication()

return = PASS

No

Yes

1

orer_sssr ← 0 オーバランエラーフラグクリア

re_sser ← 1 受信許可

dummy_read ← ssrdr SSRDRレジスタダミーリード

CS通信正常終了確認

sser ← sser & 0xe7 、受信禁止 送信禁止
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5.2.2

pd3 ← pd3 & 0x47

mstiic ← 1

ssums_ssmr2 ← SSUMS_INIT

SSU動作許可

sfr_init()

P3_7(SSO)、P3_5(SSCK)、P3_4(SCS)、P3_3(SSI)入力モード設定

iicsel ← 0 SSU機能を選択

sser ← 0x00 、送信禁止 受信禁止

ssmr ← 0x08

ssmr2 ← SSMR2_INIT

MSBファースト設定

sscrh ← sscrh & 0x60 f1/256設定

orer_sssr ← 0 オーバランエラーフラグクリア

sser ← 0x08 、 、送信禁止 受信許可 割り込み要求禁止

dummy_read ← ssrdr SSRDRレジスタダミーリード

return

mss_sscrh ← 0 スレーブデバイスを選択

 ：クロック同期式通信モード “0”

注1．各モードでのSSUMS_INIT 。の値は以下のように定義しています 

4 ：線式バス通信モード “1”

：双方向通信モード “1”

 ：クロック同期式通信モード 0x40

注2．各モードでのSSMR2_INIT 。の値は以下のように定義しています 

4 ：線式バス通信モード 0x51

：双方向通信モード 0xd1

モードを設定(注1)

、双方向モードイネーブル SSCK 、端子選択 SCS端子選択を設定(注2)

SFR初期設定
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5.2.3 CS

指定バイト数繰り返し

cs_communication()

orer_sssr = 1

No

Yes

。指定バイト数受信を行います 

tend_sssr = 1 No

Yes

rdrf_sssr = 1 No

Yes

オーバラン発生確認

データ受信確認

data_store[receive_cnt] ←  ssrdr 受信データ読み取り

re_sser ←  0 受信禁止

te_sser ←  1 送信許可

指定バイト数繰り返し 。指定バイト数送信を行います 

tdre_sssr = 1 No

Yes

sstdr ←  data_set[trans_cnt] 送信データ設定

SSTDRレジスタ空確認

送信完了確認

tend_sssr ←  0 トランスミットエンドフラグクリア

dummy_read ←  ssrdr SSRDRレジスタダミーリード

te_sser ←  0 送信禁止

re_sser ←  1 受信許可

return(PASS)return(OVERRRUN_ERROR)

、正常に終了した場合 戻り値PASSオーバランエラーが発生していた場合
戻り値OVERRUN_ERROR

asm(“nop”)

asm(“nop”)

asm(“nop”)

通信メインルーチン
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6. 参考プログラム例
参考プログラムは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

R8Cファミリのトップページの画面左メニュー「アプリケーションノート」をクリックしてください。

7. 参考ドキュメント
R8C/2Dグループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編

(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルアップデート／テクニカルニュース

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry
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改訂記録 R8C/2Dグループ

チップセレクト付クロック同期形シリアル I/O (SSU)

Rev. 発行日 改訂内容

ページ ポイント

1.00 2008.05.30  初版発行

1.01 2010.12.20 3 表3.2変更

30 5.1.3処理手順変更 (TN-R8C-A016A/J 対応 )

35 5.2.3処理手順変更 (TN-R8C-A016A/J 対応 )

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
 



http://japan.renesas.com/inquiry

 100-0004 2-6-2 (03)5201-5307

© 2010 Renesas Electronics Corporation. All rights reserved. 

Colophon 1.0

http://www.renesas.com

  

 


	1. 要約
	2. はじめに
	3. 応用例の説明
	3.1 使用端子
	3.2 使用メモリ

	4. 設定方法について
	4.1 システムクロックの設定
	4.2 INT0割り込み要求の設定
	4.3 マスタ送受信モードの設定
	4.3.1 初期設定
	4.3.2 マスタ送信
	4.3.4 マスタ受信(最後の1バイト受信の場合)

	4.4 スレーブ送受信モードの設定
	4.4.1 初期設定
	4.4.2 スレーブ受信
	4.4.3 スレーブ受信(オーバランエラーの場合)
	4.4.4 スレーブ送信


	5. フローチャート
	5.1 マスタ送受信モード
	5.1.1 初期設定とメインループ
	5.1.2 SFR初期設定
	5.1.3 CS通信メインルーチン

	5.2 スレーブ送受信モード
	5.2.1 初期設定とメインループ
	5.2.2 SFR初期設定
	5.2.3 CS通信メインルーチン


	6. 参考プログラム例
	7. 参考ドキュメント
	ホームページとサポート窓口



